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まえがき

この講究録は,1990年 12月 10-14日の間,京都大学数理解析研究所で催され

た研究集会「代数的整数論」に於ける講演内容をそれぞれの講演者に書いて頂き,

それらをほぼ講演の順にまとめた ただし Zagler氏の講演については,原稿が頂

けず,残含ながら割愛した

研究集会は,最近の代数的整数論の各分野の成果の交流を目的として開かれた

旅費等については京都大学数理解析研究所ど科学研究費総合 A(代表北岡良之氏)

から補助して頂いた

講演の内容は ganalogue,ガロア表現,代数体の固有の問題,更に楕円曲線に関

する話題と多岐に渡った豊富な物であったこれらの講演の内,とりわけ若い方々

が半数以上を占めた 未だ問題提起の段階や,実例の計算である物も多かったが,

この機会を通じて交流を深め,今後の研究の発展に寄与する可能性を広げた他方

で中堅以上の方々の幾つかの講演は,現段階の代数的整数論の重要な問題を示唆

する物で,今後の研究の方向を提起していた更にコノヒュータと関連した講演も

数多くあったのも特徴で,今回の「整数論のノフトウェアとデータベースについ

ての提案」が成功し得る可能性を大いに示す物でもあった

最後に研究集会の開催と講究録の作製について色々お世話下さった多くの方々

に対し,厚く感謝の意を表したい

1991年 5月

中村憲
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